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研究成果の概要（和文）：  研究の目的は①「社会的価値観の特性の明確化」と②「社会的オープンエンドな問
題の開発」と③「子供が生きる価値多元化社会で必要な算数の力の明確化とその検証」である。①は多様性、潜
在性と顕在性、変容性を明確にした。②は4つのカテゴリー（分配、ルール作り、選択、計画・設計）を設け、
各学年毎に4つのカテゴリーの社会的オープンエンドな問題を開発した。③は必要な算数の力として「価値観に
基づく数学的モデルを構成する力①」「価値観及び数学的モデルの多様性を尊重する力②」「価値観に基づく数
学的モデルを批判的に考察する力③」とし、社会的オープンエンドな問題を用いた授業を実施し3つの力が育成
されることを実証した。

研究成果の概要（英文）：The objectives of this scientific research are ①  "clarification of the 
characteristics of social values," ② "development of social open-ended problems," and ③ "
clarification and verification of the math skills needed in the value-pluralized society in which 
students live. In　①, diversity, potential and manifestation, and transformability were clarified. 
In ②, four categories (distribution, rule making, choice, and planning/design) were established, 
and social open-ended problems in the four categories were developed for each grade level. In ③, 
the required math skills were defined as "the ability to construct mathematical models based on 
values," "the ability to respect diversity in values and mathematical models," and "the ability to 
critically examine mathematical models based on values," and it was demonstrated that the three 
skills could be developed through lessons using socially open-ended problems.

研究分野：算数・数学教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究における学術的な意義として、今まで算数教育の中でノイズとして回避されてきた子どもの社会的価値
観を積極的に取り上げ、今までとは違った算数の能力（上記の3つの力）を育成することができた点である。力
①は価値多元化社会で自分の考えを述べる上で必要な力であり、力②は価値多元化社会で他者の多様な社会的価
値観を受容する上で必要な力であり、力③は価値多元化社会で他者の多様な社会的価値観に流されることなく批
判的に考察し冷静に行動するために必要な力である。この３つの力は、これからの価値多元化社会の中で生きる
子ども達にとって重要な力となる。従って、この研究は、社会的にも算数教育的にも意義があると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
これからの社会は価値多元化社会と言われている。価値多元化社会は、多様な価値観が存在す

る社会である（山崎，1997）。藤原（2003）はこうした社会を意識し、多様な価値観に取り組む

教育の重要性について、PISA(OECD 生徒の学習到達度調査)の問題を取り上げ、PISA で問われ

る読解力や数学的リテラシーは正解が１つには決まらない“納得解”を導く力であり、これから

は、一人ひとりが自分の価値観（社会的価値観）に照らして”納得解”を探し、それを選択した責

任を自分自身でとらなければならない社会が訪れたと述べている。文部科学省(2011)もこれから

の社会では多様な価値観を持つ人々と正解のない問題を解決しなければいけないことを述べて

いる。 

本研究ではこうした多様な価値観が存在する社会（価値多元化社会）で生きていくためにも子

どもの多様な社会的価値観を算数教育の中で積極的に生かしていくことを重視する。 

現在の算数教育に目を転じると、価値多元化社会で重視される社会的価値観はノイズとして

回避されてきた現状がある（飯田，1995）。例えば、算数教育の中での問題解決に焦点を当てて

分析すると、日本の算数教育においては NCTM（米国数学教師評議会）同様、今日まで多様な

視点から問題解決の研究が取り組まれてきた（飯田，2010）。そうした多様な視点の中には、社

会的文脈と算数・数学とのつながりを強調し、算数・数学を社会的文脈に生かそうという問題解

決の研究も見られる（長崎，2001）。いわば、数学的モデリングの研究である。しかし、こうし

た数学的モデリングで取り上げられている日常問題の多くは、社会的価値観が表出しない問題

である。やはりここにも算数・数学は、客観的であり社会的価値観のような主観的なものは扱わ

ない（アーネスト，2015）という考えが表れている。これまでの算数教育では、社会的価値観は

ノイズとして回避されてきたのである。 

これに対して、算数教育の問題解決における社会的価値観の重要性を指摘した研究として、飯

田(1995)、飯田・山下他(1995)、Brown (1984)、Silver (1993)が挙げられる。飯田は、「”Humanistic  

Mathematics”の相対主義的傾向を指摘し、文脈依存的でオープンエンドな問題解決が学習者の

語用論的水準における価値を数学学習に持ち込むことになる」(飯田，1995 )と述べて、算数教育

における問題解決の中で価値的側面に配慮することへの重要性を指摘している。また、Brown

は、「問題そのものに何らかの価値の示唆が含まれていないような問題は、現実的な問題(Real 

World)とは言えない」(Brown, 1984)と述べ、そのような現実の問題の解決を通して「私たちは、

意思決定（decision making）の中心的な構成要素としての倫理や価値の問題に気づくようにな

る」(Brown, 1984)と述べている。馬場(2009）は、飯田・山下他の研究で指摘された社会的な価

値観が表出する問題を「社会的オープンエンドな問題」と呼び、社会的価値観の重要性を指摘し、

飯田・山下他の研究に積極的な意味づけを行っている。以上の先行研究は、問題解決を行う中で、

子ども達から社会的価値観が不可避的に表出すること、またそのことが子ども達の学習をより

広い人間的、道徳的文脈でとらえるときに、重要な意味を持つことを指摘している。こうした社

会的価値観とそれに伴う算数の力の育成は、価値多元化社会で生きる上で益々重要になる。 
 
２．研究の目的 

本研究は、今までの算数教育でノイズとして回避されてきた社会的価値観に焦点を当てる。回

避されてきた背景には、算数・数学は客観的で正解が一つに決まるものであり（アーネスト，

2015）、それに対して社会的価値観のような主観的なものを扱うと正解が一つには決まらなくな

るという考えがある。しかし、日常問題では解決者の社会的価値観に応じて多様に数学が使われ、

正解も多様になる。そこで、ノイズとして回避されてきた社会的価値観を積極的に算数の授業で

扱うことにより、今までの算数教育では育成できなかった力を可能にすることが期待できる。そ



こで本研究では、（１）社会的価値観の特性を明らかにする。（２）社会的オープンエンドな問題

の開発を行う。（３）子どもの社会的価値観を重視する算数教育でどのような力を育成できるの

かを理論的及び実証的に明らかにすることを研究の目的とする。 

 
３．研究の方法 

本研究では、上述の研究目的に対応した次の３点を行う。（１）社会的価値観の特性を明らか

にする。そのために価値観の先駆者である Bishop や Ernest 及び価値研究者の見田の論文や著

作物を基にして理論的に分析する。（２）社会的価値観が表出する問題（社会的オープンエンド

な問題）の開発を４つのタイプ（「分配」「ルール作り」「選択」「計画・設計」）を基にして行う。

（３）価値多元化社会で必要な算数の力としての「価値観に基づく数学的モデルを構成する力」

（力①）、「価値観及び数学的モデルの多様性を尊重する力」（力②）、「価値観に基づく数学的モ

デルを批判的に考察する力」（力③）が社会的オープンエンドな問題を用いた授業において育成

できるかどうかを実証的に分析する。 

 
４．研究成果 

（１）社会的価値観の特性について 

Bishop や Ernest や見田の論文を基にして、社会的価値観の特性として、多様性（相対性と階

層性も含む）、潜在性と顕在性、変容性を明確にした。 

（２）社会的価値観が表出する問題（社会的オープンエンドな問題）の開発 

 4 つのカテゴリー（分配、ルール作り、選択、計画・設計）を設け、第 1 学年から第 6 学年ま

で学年毎に 4 つのカテゴリーの社会的オープンエンドな問題を開発した。例えば、ルール作りで

は、第 1 学年「ドングリゲームのけっちゃくは？」、第 2 学年「サッカー大会の順位を決めよう」、

第 3 学年「運動会の得点を考えよう」、第 4 学年「的当てで遊ぼう」、第 5 学年「空き缶タワー」、

第 6 学年「大繩ジャンプの記録を振り返ろう」などを開発した。 

（３）価値多元化社会で必要な３つの算数の力（力①、力②、力③）の育成について 

「価値観に基づく数学

的モデルを構成する力」

（力①）、「価値観及び数学

的モデルの多様性を尊重

する力」（力②）、「価値観に

基づく数学的モデルを批

判的に考察する力」（力③）

が社会的オープンエンド

な問題を用いた授業にお

いて育成できることを実

証した。実証するために、

アンケート法を用いて、社

会的オープンエンドな問

題を用いた授業を 3 回行い、子ども達の回答の変容を分析した。例えば、力②「価値観及び数学

的モデルの多様性を尊重する力」については、図 1 のように算数の正答は一つであるという意識

図１  3 回の授業における答えの多様性の変容（n=36） 



から多様であるという意識に

変容していることが分かった。

価値観の多様性や数学的モデ

ル（式）の多様性（図２）につ

いても同様の結果が見られた。

そして、このような多様性を知

ることはおもしろいという子

どもが各回の授業において多

くいることが分かった（図 3）。

おもしろいと歓迎する理由は、

「多様なモデル化や価値観が

知れておもしろい」と答えてい

る割合が一番多いことも分か

った（図４）。次に多かったの

は社会的オープンエンドな問

題そのものがおもしろいとい

うものであった（図４）。 

これらの結果から、社会的オ

ープンエンドな問題の授業を

通して価値観や数学的モデル

の多様性を理解し尊重する力

を育成できることが分かった。 
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